
事　業　名 予算額(千円)

１　幼児ことばの教室運営費 2,295 　言語面・行動面などに困難のあるお子さんに一人

ひとりの発達段階に応じた指導計画に基いて専門職が

支援を行う。

新　言語聴覚士（正職）による支援体制の充実を図る

２ 不妊治療助成事業 30,000 　不妊治療費、不育症治療費の一部を助成すること

により、経済的な負担を軽減し、少子化対策の充実

を図る。

　助成限度額：30万円／年度

３　母子保健推進費 93,524 　妊娠・出産から子育て期に渡る切れ目のない支援体

制の充実を図るとともに、母性と乳幼児の健康の保持

  ①母子保健型子育て世代包括支援センター

　②妊産婦訪問指導

　③妊産婦健康診査

  ④産後ケア事業

　⑤産前・産後サポート事業 

　⑥新　産後夫婦家事サポート事業

　⑦両親教室（もうすぐパパママ教室）

(2)乳幼児の健康づくり

　①新生児、未熟児訪問指導、乳幼児訪問指導

　②乳幼児健康診査

　・新　3歳6か月児健診の視力検査に屈折機器を導入

　③育児相談、離乳食実習（もぐもぐ教室)

　④未熟児フォローアップ相談(すくすく相談)

　⑤要観察児相談（のびのび相談・処遇検討会）

　　要観察児教室（わくわく・わんぱく広場）

　　作業療法士個別相談（のびのび相談）

    保護者支援講座（しぇあタイム）

  　子ども発達支援（おしゃべりほっとサークル)

(3)母子保健推進員活動(R１会員：　91名)

４　歯科保健対策推進費 5,712

(1)乳歯むし歯予防事業

(2)保育園・幼稚園永久歯むし歯予防事業

(3)小学校永久歯むし歯予防事業

(4)妊婦歯科健康診査

(5)歯科保健推進部会

５　成人・老人保健推進費 7,841

(1)健康教育

　新 第2次健康増進プランの推進

(2)健康相談

(3)健康診査

  ①生活保護受給者等の一般健康診査（医療機関）

(4)訪問指導

令和２年度保健事業の概要について

摘要（内容・進捗状況・その他）

増進を目的として健康診査、教室、相談、訪問等を実施
する。

(1)妊産婦の健康づくり(母子手帳交付)

　歯科健診、ブラッシング指導、希望者へのフッ素塗
布・洗口等を実施し、妊婦から小学校へと連続した歯科
保健対策の充実を図る。

　健康増進法に基づき、健康診査、健康教育、相談、訪
問指導等の実施により、生活習慣病の予防、早期発見に
努める。

　②肝炎ウイルス検診（医療機関）

　③歯周病検診（医療機関）

　④骨粗しょう症検診（集団）

資料 １



事　業　名 予算額(千円)

６　がん対策推進費 126,045

(1)胃がん検診（集団、医療機関）

   54歳、58歳の胃がん検診重点年齢無料化（X線）等

(2)子宮がん検診（集団、医療機関）

　　28歳、34歳、38歳の子宮がん検診重点年齢無料化

(3)乳がん検診（集団、医療機関）

　　44歳、48歳の乳がん検診重点年齢無料化

(4)大腸がん検診（集団、医療機関）

(5)肺がん検診（集団、医療機関）

(6)前立腺がん検診（医療機関）

７ 健康づくり推進費 2,679

　(3)健康づくり推進協議会の開催

　(4)食育推進会議の開催

　新　第3次射水市食育推進計画の策定

８ 心の健康づくり推進費 505

９予防接種費 232,705

　(2)ＢＣＧ

　(3)Ｂ型肝炎

　(5)3種混合（ジフテリア･百日せき･破傷風）

　(6)4種混合（ジフテリア･百日せき･破傷風･ポリオ）

　(7)水痘

　(8)ＭＲ(麻しん・風しん混合)

  (9)日本脳炎

　(10)ＤＴ(ジフテリア･破傷風)

　(11)高齢者肺炎球菌（65歳以上）

　(12)高齢者インフルエンザ（65歳以上）

　(13)風しん抗体検査及び予防接種

　(14)新 ロタウイルス

　(15)新 骨髄移植患者等予防接種費用助成金

10 感染症予防費 668

11　健康づくり推進員育成事業 848 　地域における健康づくりの原動力となる健康づくり
推進員を養成するとともに、会員を対象に研修会を
開催し、活動を活性化を図る。

(7)ヘリカルＣＴ肺がん検診（集団）

　胃・子宮・乳がん検診は、国の指針に基づき２年に１
回の受診間隔とする。

　新　24歳の無料化を新規で実施

　市民の自主的な健康づくり活動を支援し、健康な生活
習慣の啓発普及を図る。

　(1)食生活改善推進員活動　（Ｒ元会員：325名)

　(2)ヘルスボランティア活動（Ｒ元会員：373名)

　自殺対策として相談事業の実施や地域で悩んでいる人
に対し気づき、声をかけ、必要な支援につなげる人材の
育成を図る。

 (1) 自殺対策推進協議会の開催

摘要（内容・進捗状況・その他）

　健康増進法に基づき、がん検診体制の整備、受診率の
向上を図り、がんの早期発見・早期治療に努める。

　災害時における感染症等の発生を防止するための消毒
薬等の備蓄を行う。

 (2) 自殺対策計画の推進

 (3)心の健康相談

 (4)ゲートキーパー養成・スキルアップ研修会等

　予防接種法に基づく予防接種等の実施により、感染症
の発生および蔓延を予防する。（個別接種）

　(1)ヒブ、小児用肺炎球菌

  (4)ＤＰＴ・不活化ポリオ

　新　自殺予防支援ガイドの作成、周知


